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第 3章 MoSiBTiC合金の耐酸化性に及ぼすTi5Si3相の影響 









Fig. 1 Volume fraction of the constituent phases 
of Mo–xTi–14Si–6C–6B alloy as a function of 
Ti content in the alloy. 
 
Fig. 2 Cyclic oxidation kinetics of 28Ti alloy. 
Isothermal kinetics of 1st gen. MoSiBTiC alloy at 














































を行うことが望ましいと考えられる。はじめに，Mo–Ti 二元系合金を用いてMoss相中の Ti 固溶量と格子体積の
関係を求め，その関係を用いて，基材中のMoはMoO3として全て昇華するという仮定の下，Ti固溶量の増加に
伴う基材と基材から生成する TiO2の体積比，すなわち PBR に相当する値の変化を見積もった。その結果，Moss
相中のTiが52 at.%となった時，PBR=1となることが分かった。 




された。また，50Ti合金の密度は 5.9 g/cm3であり，28Ti合金と比較して更なる低密度化が達成されていた。 
種々のPBRを有するMoSiBTiC合金の800°Cにおける耐酸化性を調査したところ，PBRが0.8程度に達するま
では非常に重量減少量が大きく，壊滅的な酸化挙動を示すのに対し，PBR>0.8 となると重量変化量は 100h で 1 
 
Fig. 4 Thickness of oxide layer formed at 800°C for 
100 h as a function of PBR of Moss. 
 
Fig. 5 Thickness of oxide layer formed at 
1100–1200°C for 100 h as a function of PBR of Moss. 










第 6章 結論 
本章では，第2章から第5章で得られた内容を要約し，得られた知見から，耐酸化性に優れる次世代MoSiBTiC
合金の設計方針を示した。 
 
